８．コンプレッサーの緊急停止操作
用役の異常，機器の故障等，装置に異常が起きた場合，あるいはコンプレッサー自体の異常等で緊急にコンプレッサーを停止する時，あるいは運転中に駆動機のトリップが働いた時など，緊急操作を必要とするケースは種々あるが，ここでは基本的な事項の要点について述べる。

(1)往復式圧縮機

①　原動機を停止する。

イ．電動機の場合はメータースタンドでオフロックする。

ロ．スチームタービンの場合はトリップボタンで操作するが，時間的余裕があれば主蒸気入口バルブも閉止する。

②　ロード弁を負荷から無負荷に切替る。

③　コンプレッサーが完全に停止したら，吸引および吐出バルブを閉止する。

④　コンプレッサー内のガスを徐々にパージする。ただし，停止する理由によっては省略することもある。

(2)遠心式コンプレッサー

①　原動機を停止する。

イ．電動機の場合はメータースタンドでオフロックする。

ロ．スチームタービンの場合は，トリップボタンで操作するが，時間的に余裕があれば主蒸気入口バルブも閉止する。

②　コンプレッサーが完全に停止したら，吸引および吐出バルブを閉止する。吐出ラインにチェッキバルブ（逆止弁）がないリサイクルコンプレッサーの場合は，逆流防止のため，はじめに吐出バルブから閉止することが機器の保護にはよい。

③　コンプレッサー内のガスを徐々にパージする。

イ．シールオイル系統のトランスファバリヤーでのレベル変動が考えられるので，ガス放出の時は十分な注意が必要である。

ロ．ルブオイル系統については，時間的余裕がある限り，運転しておくべきである。これは機器の冷却保護の理由によるものである。
